機械語プログラミングを解説します。ですが皆さん一度は演習で体験したと思うので問題解説をしようと思います。

1001 load 2001

1002 add 2002

1003 store 2001

1004 load 2002

1005 subtract 2003

1006 store 2002

1007 jumpzero 1009

1008 jump 1001

1009 load 2001

1010 write

1011 halt 
2001 0

2002 10 

2003 1

ここでload AはAに所蔵されている数をレジスタという場所に読み込むことを表します。add A／subtract Aはレジスタに読み込まれている数にAの数を足す／引くを表します。レジスタの値は足し算で出てきた値になります。jump A はAに飛ぶことを、jumpzero Aはレジスタの数が0のときのみAに飛びます。では早速このプログラミングを読んでみましょう。
　　まず2001をレジスタに読み込みます。ここで2001は0なのでレジスタには0が記録

されます。
つぎにadd 2002です。2002は10なので10をレジスタにある0に足します。これでレジスタの値は10になりました。
こんどはstore 2001です。レジスタの数（今は10）を2001に保管します。これにより2001の値は10に変わります。

load 2002です。レジスタは2002にある値（ここでは10）を記録します。
Subtract 2003; レジスタの10から1を引きます。これでレジスタの値は9です。

Store 2002; レジスタにある9を2002に保管します。これで2002の数は10から9に変わります。

Jumpzero 1001;　ここではレジスタの数は0ではないので機能しません。

Jump 1001; 1001に戻ります。

以下同様の手続きをとるので解説はしません。代わりに2001,2002に保管される数の変化を見てみましょう。今この段階では10、9に書き換えられていますが最初から追いかけてみます。
2001    2002    

 0       10
10        9

19        8

27        7

34        6

40        5

45        4

49        3

52        2

54        1

さてここでもう一度細かく見てみましょう。1003により2001に55が記録されました。次に1がレジスタに書き込まれ、さらに次にその1から1引かれます。レジスタの値は0となり、これが2002に書き込まれます。レジスタが0なので1007が初めて機能し、1,009へと飛びます。1009はload 2001なのでレジスタに2001の数、つまり55が書き込まれます。そして1010のwriteによりそのレジスタの値、55が出力され、最後に1011 halt、終了です。

皆さん一度はやったのですぐに飲み込めるのではないでしょうか。

